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 2019年 11月 8日から 12月 18日にかけて，広島大学









































































































































 図２ タグラグビーの教具 
 
３．２．２ 場の設定 




































































































































 前述のとおり，タグラグビーのメインゲームは 5 対 5
で実施した。同様にハンドボールではフィールドプレー





























































































図８ タグラグビーの動き方 共起ネットワーク 
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図 10 ハンドボールの動き方 共起ネットワーク 
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